
 

 

 

 

 

 

 

 規格化、規格化なしｒａｎｄｏｍ曲線を得る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ODFPoleFigure2¥randomデータの扱い 20130701 



１．概要 

２．ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う。 

２．１ＢＧ補正を行い、ＡＳＣファイルとＴＸＴ２ファイルを作成 

  ２．２疑似規格化されていないｄｅｆｏｃｕｓ曲線を得る。（複数の極点図を比較する場合） 

  ２．３疑似規格化されているｄｅｆｏｃｕｓ曲線を得る。(通常使用、ＯＤＦ計算の場合用いる) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２０１３年０７月０１日 

  ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

  odftex@ybb.ne.jp 

   

 

 

 



１．概要 

 正極点データでｄｅｆｏｃｕｓを考える時、ＯＤＦ解析を目的とした場合と極点処理だけを考える場合 

   で補正が異なる。ＯＤＦを扱う場合なら、極点処理結果に対し、個々の極点図の相対極密度（規格化） 

   として問題ないが、極点図のみで極密度を比較する場合、相対強度とせずに、単にｄｅｆｏｃｕｓ補正 

   のみを行って比較する事が考えられる。 

   

  極点データ（ｃｐｓ）    scanspeed,FT時間が異なっても扱えるよう cpsとする。 

      ODFPoleFigure2 ではデータ読み込み時 cps変換される 

 

  バックグランド補正 

 

 

  ｄｅｆｏｃｕｓ補正      最大値 1.0に規格化するかしないかが必要 

 

 

  疑似規格化          ＯＤＦ処理の場合 

 

    

  処理結果極点図 

 

 

２．ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う。 

C:¥CTR¥DATA¥Al-powder-random¥311-random.ASC 

 

 



  

２．１ ＢＧ補正を行い、ＡＳＣファイルとＴＸＴ２ファイルを作成 

 

最大極密度 1470.33の処理結果極点図が得られる。 

 



２．２ 疑似規格化されていないｄｅｆｏｃｕｓ曲線を得る。（複数の極点図を比較する場合） 

 

 

多項式近似式が得られる。 

 

補正曲線が得られる。 

     

 

疑似規格化されていない事が分かります。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．３ 疑似規格化されているｄｅｆｏｃｕｓ曲線を得る。(通常使用、ＯＤＦ計算の場合用いる) 

 

多項式近似式が得られる。 

 

補正曲線が得られる。 

     

  

疑似規格化されている事が分かります。 

 


